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杉原弘修先生のご退職にあたって
宇都宮大学国際学部教授、杉原弘修先生は 20 年 3 月末日をもって定年退職されることになりました。宇
都宮大学国際学部、大学院国際学研究科に対する先生の長年のご貢献に対して、この誌面をお借りして、心
より感謝を表したいと思います。
杉原弘修先生は、9 年（昭和 20 年） 月に島根県松江市でお生まれになり、9 年に中央大学法学部
法律学科をご卒業されました。90 年に同大学大学院法学研究科公法専攻修士課程を修了し、法学修士を取
得されました。さらに、同博士課程に進まれ 9 年  月まで同大学院に籍を置きご研究に励まれました。
そして、9 年  月に宇都宮大学教養部専任講師として本学に奉職され、9 年 3 月に助教授、992 年 
月に教授になられました。99 年 0 月に国際学部発足とともに同学部教授として、その後  年以上にわた
り国際学部の教育研究活動に多大な貢献をなされました。この間、999 年  月には同大学院国際学研究科修
士課程（現博士前期課程）担当の教授として、さらに、200 年  月には同博士後期課程担当の教授として、
大学院における教育と研究にご尽力されました。
国際学部では、「行政法Ⅰ」「行政法Ⅱ」などの科目を担当されました。その時々の新聞報道を活用し、行
政権力の理論的把握および行政権力の濫用から市民の権利を守るための様々な方法を理解し、応用できる能
力を学生に身につけさせる興味深い講義内容に、おおらかで包容力のあるお人柄が相俟って、毎年多くの学
生が受講しました。杉原先生の毎回の講義では、行政法学の学習を通して、国家･社会・個人を理解すること
に目標が置かれ、日々の講義実践を通じて法律的な知性を養う人間教育が展開されました。
大学院国際学研究科でも「情報化社会と行政法」などにおいて、市民の立場（権利）と情報の公開がます
ます重要になってきていると看破し、情報公開制度（法・条例）のもつ実践的な課題を明らかにしようと積
極的に取り組まれました。
特筆すべきは、杉原先生のゼミ活動が学外の地域社会との連携活動でもあったことです。たとえば、99
年から 2003 年にかけて全  回にわたって「学生と市民の合同シンポジウム」が開催されました。そこでは「栃
木の環境問題を考える」（第１回）、「少年法とメディア」（第 2 回）、「緊急討論・少年犯罪を考える」（第 3 回）、
「教育基本法改正、賛成か反対か？徹底討論」（第  回）といったように、その時々の社会が抱える時宜にかなっ
た重要課題が取り上げられ、学生、市民、法曹界、マスメディアを巻き込んだ形での参加型のシンポジウム
や提言発表がなされ、社会的な注目を集めました。
杉原先生はその研究活動を通じて、情報公開制度や行政紛争問題等への造詣をさらに深められました。た
とえば情報公開制度と個人情報保護制度との関係を考察し、行政実務およびそれをめぐる判例を素材として、
市民による情報共有のあり方と個人のプライバシー保護の問題点を、客観的な視座を保ちつつも、精力的に
検証し、法律的な正義のあり方を追求し続けました。
こうした優れた教育研究活動とその延長上に、大学のキャンパスの外で実践された社会活動があります。「宇
都宮市情報公開審査会・個人情報保護審査会会長」をはじめ、鹿沼市、矢板市、真岡市においても同種の審
査会会長をお務めになり、その他にも「栃木県公益認定審査会会長」「下野市行政改革推進委員会会長」「栃
木労働局個別紛争調整委員会会長」など、数多くの会長職を担い、地方自治体の重要な政策をまとめ、調整
する重要な社会的役割を果たされています。
杉原弘修先生の宇都宮大学国際学部、国際学研究科への長年の貢献に心から感謝申し上げます。
国際学部国際社会学科長　中　村　祐　司
